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詞林　第62号　2017年10月

一　

は
じ
め
に

　

和
歌
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
と
し
て
、
官
職
名
は
興
味
深
い
様
相
を

呈
し
て
い
る
。
官
職
名
は
多
く
漢
語
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
和
歌
に

詠
ま
れ
る
名
は
多
く
な
く
、
和
語
に
和
ら
げ
た
形
が
用
い
ら
れ
た
り
、

異
称
が
用
い
ら
れ
た
り
す
る
。
た
と
え
ば
、「
衛
士
（
ゑ
じ
）」
は
そ
の

ま
ま
の
語
形
で
詠
ま
れ
る
一
方
、
近
衛
府
の
武
官
に
つ
い
て
は
、
そ
の

ま
ま
「
ち
か
き
ま
も
り
」
と
和
ら
げ
ら
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
唐
名
の

「
羽
林
」
を
和
ら
げ
て
「
は
の
は
や
し
」
と
詠
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
な
ど
、

多
様
な
あ
り
方
が
み
ら
れ
る
。
な
か
で
も
大
臣
の
異
称
と
さ
れ
る
「
か

げ
な
び
く
」
は
「
な
び
く
」
と
い
う
動
詞
を
含
む
点
で
も
特
徴
的
で
あ

り
、
注
目
さ
れ
る
。

　

歌
学
書
類
で
は
、『
奥
義
抄（

（
（

』上
・
物
異
名
に「
大
臣　

か
け
な
ひ
く
」

と
あ
り
、『
和
歌
初
学
抄
』
物
名
、『
八
雲
御
抄
』
三
・
枝
葉
部
な
ど
に

も
、「
大
臣
」
の
異
称
と
し
て
「
か
け
な
ひ
く
」
を
掲
げ
て
い
る
。
後

に
取
り
上
げ
る
諸
例
か
ら
も
、
ひ
と
ま
ず
「
影
靡
く
」
の
意
を
表
す
語

句
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
現
今
の
注
釈
で
「
か
げ
な
び
く
」
を
任
大
臣
の

意
に
解
し
て
い
る
も
の
も
多
く
、
あ
ら
た
め
て
考
証
を
加
え
る
ま
で
も

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、
歌
こ
と
ば
と
し

て
の
性
格
を
考
え
る
こ
と
に
も
意
味
は
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、

勅
撰
和
歌
集
入
集
歌
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
。
な
お
、
和
歌
の
引
用

は
、
と
く
に
注
記
し
な
い
限
り
、
私
家
集
は
新
編
私
家
集
大
成
（
古
典

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、
そ
れ
以
外
は
新
編
国
歌
大
観
（
角
川
書
店
・
古
典
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
）
に
拠
る
。
史
料
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
注
記
し
な
い
限
り
、

『
公
卿
補
任
』
を
含
め
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）、
大
日
本

史
料
ほ
か
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に
拠
る
。
な
お
、

表
記
は
私
意
に
よ
り
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

二　

大
臣
在
任
の
実
績
を
詠
む
和
歌
（
勅
撰
集
）

　

勅
撰
和
歌
集
入
集
歌
の
う
ち
、「
か
げ
な
び
く
」
が
大
臣
在
任
の
実

績
に
応
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
諸
例
に
つ
い
て
、
確
認
す

「
か
げ
な
び
く
」
考

―
―
大
臣
在
任
を
表
す
歌
こ
と
ば
―
―

佐
藤　

明
浩
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る
。

ア　
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
十
七
・
雑
二
（
一
一
五
八
）

　
　
　
　

述
懐
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る　
　

内
大
臣

　
　

い
か
さ
ま
に
ち
ぎ
り
お
き
て
し
み
か
さ
山
か
げ
な
び
く
ま
で
月
を

見
る
ら
ん

　

作
者
「
内
大
臣
」
は
西
園
寺
実
氏
。
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
四
月

二
十
六
日
、
三
十
八
歳
で
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
左
近
衛
少

将
、
左
中
将
を
歴
任
し
た
後
、
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
右
近
衛
大
将

と
な
り
、
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
十
月
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
神

作
光
一
・
長
谷
川
哲
夫
『
新
勅
撰
和
歌
集
全
釈
』
六
（
風
間
書
房　

二

〇
〇
六
年
三
月
）
は
「
大
臣
に
な
る
こ
と
を
「
か
げ
な
び
く
」
と
い
う

語
に
よ
っ
て
言
い
表
し
」
と
し
て
い
る（

（
（

。
同
書
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

古
注
釈
に
お
い
て
も
、
別
本
『
新
勅
撰
抄
』『
祖
能
抄（

（
（

』『
公
古
抄（

（
（

』
な

ど
で
「
か
げ
な
び
く
」
が
「
大
臣
」
を
表
す
と
解
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

和
歌
文
学
大
系
6
『
新
勅
撰
和
歌
集
』（
中
川
博
夫
著　

明
治
書
院　

二

〇
〇
五
年
六
月
）
に
は
、「
か
げ
な
び
く
」
が
任
大
臣
を
表
す
こ
と
へ
の

言
及
は
な
く
、「
三
笠
山
」
に
つ
い
て
「「
御
笠
」
か
ら
近
衛
府
を
寓
意
」

す
る
と
し
、
補
注
で
「
左
少
将
か
ら
左
中
将
を
経
て
右
大
将
に
到
る
作

者
の
経
歴
の
感
懐
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
後
述
す
る
諸
例

を
も
考
え
合
わ
せ
て
、
当
該
歌
の
「
か
げ
な
び
く
」
は
任
大
臣
を
表
し
、

ま
た
、
近
衛
府
な
ど
の
異
称
と
し
て
の
三
笠
山
に
つ
い
て
は
別
の
稿
で

述
べ
る
予
定
で
あ
る
が
、「
み
か
さ
山
」
は
近
衛
大
将
在
任
を
も
示
し

て
い
る
と
み
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
右
大
将
に
し
て
大
臣
に
任
じ
ら
れ

た
栄
誉
を
詠
ん
だ
歌
と
考
え
る
。
な
お
、
景
物
の
文
脈
に
つ
い
て
み
る

と
、「
月
」
の
描
写
と
し
て
「
か
げ
な
び
く
」
と
詠
ん
で
お
り
、「
か
げ
」

は
月
の
光
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

イ　
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
十
・
賀
（
七
五
五
）

　
　
　
　

建
長
五
年
七
月
三
首
歌
に　
　

冷
泉
太
政
大
臣
于
時
内
大
臣
左
大
将

　
　

か
げ
な
び
く
ひ
か
り
は
身
に
も
あ
ま
る
ら
ん
の
ぼ
る
み
か
さ
の
山

の
は
の
月

　

作
者
「
冷
泉
太
政
大
臣
」
は
西
園
寺
公
相
。
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）

十
一
月
十
三
日
、
三
十
歳
で
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
、
ま
た
、
建
長
二
年

十
二
月
二
十
四
日
に
右
近
衛
大
将
と
な
り
、
同
五
年
四
月
八
日
に
左
大

将
に
転
じ
た
。
詞
書
か
ら
知
ら
れ
る
詠
作
年
時
建
長
五
年
七
月
に
は
、

作
者
名
の
注
記
に
あ
る
よ
う
に
内
大
臣
兼
左
大
将
で
あ
っ
た
。
当
該
歌

は
「
か
げ
な
び
く
」、「
み
や
さ
の
山
」
の
「
月
」
を
詠
ん
で
い
る
点
、

先
の
新
勅
撰
歌
と
同
様
で
あ
る
。「
か
げ
な
び
く
」
が
大
臣
在
任
、「
み

か
さ
の
山
」
が
近
衛
大
将
在
任
を
表
し
て
い
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う（

（
（

。
和
歌
文
学
大
系
7
『
続
拾
遺
和
歌
集
』（
小

林
一
彦
著　

明
治
書
院　

二
〇
〇
二
年
七
月
）
に
「
内
大
臣
兼
左
大
将
の

栄
誉
を
詠
う
」
と
注
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
景
物
の
文
脈
と
し
て
も
、

や
は
り
、「
月
」
の
光
を
「
か
げ
な
び
く
」
と
叙
し
て
い
る
。

ウ　
『
続
千
載
和
歌
集
』
五
・
秋
下
（
四
六
五
）

　
　
　
　

前
大
納
言
為
世
玉
津
島
社
に
て
歌
合
し
侍
り
し
に
、
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
内
大
臣
重

　
　

つ
か
へ
つ
つ
み
る
ぞ
か
ひ
あ
る
影
な
び
く
我
が
身
い
そ
ぢ
の
秋
の
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よ
の
月

　

作
者
は
中
院
通
重
。
元
応
元
年
（
一
三
一
九
）
閏
七
月
二
十
八
日
、

内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
、同
年
十
月
十
八
日
に
辞
し
て
い
る
。「
影
な
び
く
」

は
任
大
臣
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
歌
の
内
容
か
ら
も
、
内
大
臣
在
任

中
の
詠
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
通
重
は
五
十
歳
で
あ
り
、

「
い
そ
ぢ
」
と
あ
る
の
と
も
符
合
す
る
（
も
っ
と
も
、
四
十
代
、
五
十
代

で
あ
れ
ば
年
齢
を
「
い
そ
ぢ
」
と
表
し
て
不
都
合
は
な
い
か
ら
、「
い
そ
ぢ
」

の
語
に
よ
っ
て
詠
作
時
ち
ょ
う
ど
五
十
歳
で
あ
っ
た
と
限
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
）。
詞
書
に
あ
る
為
世
主
催
の
玉
津
島
社
歌
合
は
、『
拾
遺
現
藻
和

歌
集
』
三
・
秋
（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
歌
書
集
成
）
に
、

　
　
　
　

前
大
納
言
為
世
卿
玉
津
嶋
社
に
て
哥
合
し
侍
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
権
僧
正
雲
雅

　
　

□
［
く
カ
］

も
り
な
き
影
こ
そ
あ
ら
め
見
る
人
の
心
さ
へ
す
む
秋
の
夜
の

月
（
二
〇
一
）

な
ど
と
あ
る
の
と
同
じ
機
会
で
あ
ろ
う
か
。
同
集
に
は
ほ
か
に
も
、
三

首
（
経
継
・
一
八
三
、
実
超
・
二
一
八
、
津
守
国
道
・
三
七
五
＝
『
新
拾
遺

和
歌
集
』
神
祇
に
も
入
集
〈
一
四
三
一
〉）
が
同
様
の
詞
書
に
て
収
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、「
月
」
を
含
む
秋
の
題
を
中
心
と
し
て
元
応
元

年
秋
に
催
行
さ
れ
た
歌
合
を
同
一
詠
作
機
会
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
井
上
宗
雄（

（
（

は
、『
続
千
載
和
歌
集
』
に
お
け
る
作
者
の

官
位
記
載
に
つ
い
て
、「
大
混
乱
を
き
た
し
て
い
る
」
と
し
、
同
一
人

で
あ
り
な
が
ら
官
位
記
載
の
異
な
っ
て
い
る
例
の
一
つ
と
し
て
、「
通

重
は
前
内
大
臣
重
・
前
大
納
言
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
通

重
の
作
者
名
表
記
が
「
前
内
大
臣
重
」
で
あ
る
の
は
こ
こ
で
取
り
あ
げ

た
秋
下
の
一
首
の
み
で
、他
の
二
首（
羈
旅
・
七
八
四
、恋
五
・
一
五
七
四
）

で
は
「
前
大
納
言
通
重
」（
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
閏
十
月
四
日
―
元
応

元
年
閏
七
月
二
十
七
日
に
該
当
）
と
な
っ
て
い
る
。
通
重
が
内
大
臣
に
任

じ
ら
れ
た
元
応
元
年
閏
七
月
二
十
八
日
よ
り
前
に
対
応
す
る
「
前
大
納

言
」
と
、
内
大
臣
を
辞
し
た
同
年
十
月
十
八
日
以
降
に
当
た
る
「
前
内

大
臣
」
と
の
二
通
り
の
表
記
が
並
存
す
る
の
で
あ
り
、
秋
下
の
「
つ
か

へ
つ
つ
」
歌
が
集
の
編
纂
過
程
で
他
の
二
首
よ
り
も
後
に
追
加
さ
れ
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、『
勅
撰
作
者
部
類（

（
（

』

の
記
事
で
あ
る
。

　
　

中
院
入
道
内通

重
大
臣　
〈
従
一
位
権
大
納
言
通
頼
男
〉　
〈
扌
一
春
宮
大
夫　

玉
一
権
大
納
言
又
前
内
大
臣
重　

秋
下
追
加　

戈
三
権
大
納
言
又
内
大
臣　

新
千
二
〉　
（
佐

藤
注
：
勅
撰
集
の
略
号
は
、
扌
（
新
後
撰
）、
玉
（
玉
葉
）、
戈
（
続
千
載
）、

新
千
（
新
千
載
））

小
川
剛
生
は
、
校
訂
附
記
に
「
入
集
注
記
「
権
大
納
言
又
前
内
大
臣
重　

秋
下
追
加
」
は
、
続
千
載
に
懸
け
る
べ
き
」
と
し
、
論
考
で
、

　
　

①
（
佐
藤
注
：
続
千
載
・
秋
下
・
四
六
五
）
は
続
千
載
集
の
返
納
後
、

宿
願
成
就
を
祝
っ
て
元
応
二
年
九
月
に
為
世
一
門
が
住
吉
玉
津
島

社
に
詣
で
た
時
の
詠
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
追
加
さ
れ
た
作
品

で
あ
る
。

と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。

　
　

続
千
載
集
の
作
者
表
記
は
一
応
は
元
応
元
年
四
月
十
九
日
の
奏
覧



― 16 ―

「かげなびく」考（佐藤）

の
時
点
を
基
準
と
し
て
い
て
、
作
者
通
重
も
三
首
の
う
ち
二
首
は

「
前
大
納
言
通
重
」
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
の
み
「
前

内
大
臣
重
」
と
す
る
。
通
重
は
元
応
元
年
閏
七
月
二
十
八
日
内
大

臣
と
な
り
、
十
月
十
八
日
辞
退
し
た
。
こ
の
歌
の
「
か
げ
な
び
く
」

と
は
大
臣
を
意
味
す
る
歌
語
で
あ
っ
て
、
僅
か
三
ヶ
月
で
も
在
任

し
た
栄
誉
を
誇
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
作
者
表
記
は
ど
う
し
て
も

「
前
内
大
臣
重
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
歌
が

追
加
さ
れ
て
も
、
他
の
二
首
の
表
記
を
統
一
す
る
こ
と
は
し
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

周
到
な
考
察
で
あ
る
。
た
だ
し
、
小
川
は
通
重
歌
の
詠
作
年
時
を
「
元

応
二
年
九
月
」
と
し
て
お
り
、
先
に
内
大
臣
在
任
中
の
元
応
元
年
秋
と

し
た
私
見
と
は
一
年
の
差
が
あ
る
。
小
川
が
「
元
応
二
年
」
と
す
る
の

は
、
次
の
『
増
鏡（

（
（

』
秋
の
み
山
の
記
事
を
あ
わ
せ
考
え
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。

　
　

さ
て
大
納
言
は
、
人
々
に
歌
す
す
め
て
、
玉
津
嶋
の
社や

し
ろ

に
詣ま

う

で

ら
れ
け
り
。
大
臣
・
上か

ん

達だ
ち

部め

よ
り
は
じ
め
て
歌
よ
む
と
思
へ
る
限

り
、
こ
の
大
納
言
の
風
を
伝
へ
た
る
は
洩
る
る
も
な
し
。
子
ど
も

孫
ど
も
な
ど
、
勢
ひ
こ
と
に
響
き
て
下
る
。
ま
づ
住
吉
へ
詣
づ
。

逍せ
う

遙え
う

し
つ
つ
の
の
し
り
て
、
九
月
に
ぞ
玉
津
嶋
へ
詣ま

う

で
け
る
。
歌

ど
も
の
中
に
、
大
納
言
為
世
、

　
　
　
　

�

今
ぞ
知
る
昔
に
か
へ
る
わ
が
道
の
ま
こ
と
を
神
も
守
り
け
り

と
は

　
　

か
く
て
元
応
二
年
四
月
十
九
日
勅
撰
は
奏
せ
ら
れ
け
り
。
続し

よ
く

千せ
ん

載ざ
い

と
い
ふ
な
り
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
井
上
注
（
６
）
著
書
は
、「
下
向
は
元
年
の
事
の
如

く
に
も
見
え
る
が
」
と
し
な
が
ら
も
、「
右
の
増
鏡
の
奏
覧
日
が
疑
問

の
事
、
ま
た
二
年
八
月
頃
に
ほ
ぼ
完
成
し
た
ら
し
い
事
に
よ
っ
て
、
完

成
直
後
の
二
年
秋
下
向
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
」（
二
三

六
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
（
講
談
社
学
術
文
庫
も
同
様
の
見
解
）。『
増
鏡
』

の
記
事
に
つ
い
て
は
、
為
世
の
玉
津
島
社
参
詣
の
年
時
が
必
ず
し
も
元

応
二
年
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
参
詣
と
例

の
玉
津
島
社
歌
合
が
同
一
機
会
で
は
な
い
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
こ
と

が
指
摘
で
き
よ
う
か
。
こ
こ
で
は
、『
増
鏡
』
記
事
と
の
関
係
は
ひ
と

ま
ず
措
い
て
、「
つ
か
へ
つ
つ
」
と
詠
み
だ
す
通
重
歌
の
内
容
が
内
大

臣
在
任
中
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
重
視
し
、
当
該
玉
津
島
社
歌
合
は
文

応
元
年
秋
の
催
行
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
お
く（

（
（

。

エ
『
新
千
載
和
歌
集
』
二
十
・
慶
賀
（
二
三
二
七
）

　
　
　
　

�

前
内
大
臣
重
菊
第
よ
り
大
臣
の
拝
賀
申
し
け
る
次
に
人
人
歌

よ
み
侍
り
け
る
に
、
秋
祝
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
公
直
母

　
　

か
げ
な
び
く
光
を
そ
へ
て
此
宿
の
月
も
む
か
し
を
う
つ
す
と
ぞ
み

る

　

詞
書
の
「
前
内
大
臣
重
」
は
西
園
寺
公
重
で
、
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）

九
月
十
三
日
、
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
、
翌
観
応
元
年
三
月
二
十
六
日
、

拝
賀
の
こ
と
が
あ
り
、
同
二
年
四
月
十
日
に
辞
し
て
い
る
。
な
お
、
後

に
公
重
は
南
朝
に
赴
き
、
太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
。
任
内
大
臣
の
記
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事
は
『
園
太
暦（

（1
（

』（
貞
和
五
年
九
月
十
三
日
）
に
も
、「
今
日
左
将〔

公
重
〕軍
可
有

任
槐
事
云
々
、
年
歯
過
二
毛
纔
一
年
」
な
ど
と
み
え
、
以
下
、
記
主
公

賢
の
筆
致
は
批
判
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、「
二
毛
」（
三
十

二
歳
、
潘
岳
「
秋
興
賦
序
」
に
よ
る
語
）
を
一
年
過
ぎ
た
三
十
三
歳
で
あ
っ

た
こ
と
も
確
か
め
ら
れ
る
。ま
た
、「
借
住
公
直
朝
臣
今
出
川〈
號
菊
第
、〉

宿
所
」
と
あ
り
、
公
直
の
菊
亭
を
仮
の
宿
と
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ

る
。
翌
年
の
拝
賀
の
際
も
、「
自
菊
第
出
立
」（『
大
日
本
史
料
』
所
引
『
公

清
公
記
』
観
応
元
年
三
月
二
十
六
日
）
と
菊
亭
を
仮
の
宿
と
し
て
い
た
ご

と
く
で
、「
か
げ
な
び
く
」
歌
の
詞
書
と
符
合
し
て
い
る
。
歌
の
上
の

句
「
か
げ
な
び
く
光
を
そ
へ
て
」
は
、
公
重
の
任
内
大
臣
を
慶
賀
し
、

そ
の
栄
光
が
仮
の
宿
で
あ
る
「
此
宿
」（
菊
亭（
（1
（

）
に
も
加
わ
る
こ
と
を

い
う
。
下
の
句
で
は
、
歌
題
「
秋
祝
」
に
応
じ
て
「
月
」
を
詠
み
、「
か

げ
な
び
く
」
の
縁
語
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、「
む
か
し
を
う
つ
す
」
と
詠
ま
れ
る
背
景
に
つ
い
て
考
え
る
。

作
者
公
直
母
は
、
京
極
為
兼
の
猶
子
と
な
っ
た
為
基
の
女
。
子
の
公
直

は
系
譜
上
、
今
出
川
実
尹
の
子
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
実
尹
の
死
去
を
伝

え
る
『
中
院
一
品
記（

（1
（

』
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
八
月
二
十
一
日
に
「
今

暁
今
出
川
大
納
言
實
尹
卿
〈
故
前
右
府
兼
季
公
嫡
子
也
。
元
春
宮
大
夫

先
日
依
所
労
辞
退
云
々
。〉
薨
去
〈
年
齢
廿
四
〉。
虗
労
云
々
。
不
便
ゝ
ゝ
。

舎
弟
公
直
成
父
子
儀
令
相
續
家
門
八
歳
人
也
云
々
」
と
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
実
は
実
尹
の
弟
、
す
な
わ
ち
兼
季
の
子
で
、
実
尹
の
早
世
に
よ

り
、
そ
の
家
督
を
嗣
い
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
岩

佐
美
代
子（

（1
（

が
『
竹
む
き
が
記
』
の
記
事
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
実
尹
は
正
二
位
権
大
納
言
春
宮
大
夫
に
至
る
も
二
十
五

歳
（『
公
卿
補
任
』
な
ど
）
で
早
世
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
大
臣
に
は
な

ら
な
か
っ
た
が
、
父
の
兼
季
は
、
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
四
十
一
歳

で
右
大
臣
、
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
五
十
一
歳
で
太
政
大
臣
に
任
じ

ら
れ
て
い
た
。「
む
か
し
」
と
は
、
往
時
、
菊
亭
を
伝
領
し
た
兼
季
が

大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
栄
光
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
兼
季
と
の
間
に
生
ま

れ
た
公
直
が
は
か
ら
ず
も
家
督
を
嗣
い
で
菊
亭
を
伝
領
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
作
者
の
立
場
を
勘
案
す
る
と
、
そ
の
公
直
が
将
来
、
大

臣
と
な
る
こ
と
へ
の
期
待
を
ひ
そ
ま
せ
て
い
る
と
も
想
像
さ
れ
る
。
詞

書
に
拝
賀
の
際
の
宿
所
が
「
菊
亭
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
の
に
も
そ
れ

な
り
の
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
さ
て
、
公
直
は
永
和
四
年
（
一
三

七
八
）
八
月
二
十
七
日
四
十
四
歳
で
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
。
公
直
母

は
永
和
四
年
正
月
十
五
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』）
か
ら
、

息
子
の
任
大
臣
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、

公
直
は
、
明
徳
五
年
（
一
三
九
四
）
三
月
二
十
八
日
六
十
歳
で
右
大
臣
、

翌
応
永
二
年
四
月
七
日
左
大
臣
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、『
菊
葉

和
歌
集
』
七
・
賀
（
九
六
一
）
に
次
の
公
直
の
作
が
み
え
る
。

オ　
　
　

大
臣
に
な
り
侍
り
て
後
、
月
を
み
て
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
道
前
左
大
臣

　
　

�
三
笠
山
峰
を
ば
こ
え
て
影
な
び
く
月
を
ぞ
い
ま
は
袖
に
や
ど
せ
る

大
臣
在
任
の
立
場
が
、
こ
こ
で
も
「
影
な
び
く
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
歌
で
も
、
景
物
と
し
て
は
、「
月
」
と
の
関
わ
り
で
「
影
な
び
く
」

が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
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カ　
『
新
拾
遺
和
歌
集
』
十
八
・
雑
上
（
一
五
五
六
）

　
　
　
　

春
歌
中
に　
　
　
　

八
条
入
道
内
大
臣

　
　

�

家
の
風
吹
き
ぞ
つ
た
へ
ん
春
日
山
末
ば
の
藤
も
か
げ
な
び
く
ま
で

　

作
者
の
正
親
町
三
条
公
秀
は
、
文
和
元
年
（
一
三
五
二
）
十
一
月
二

十
七
日
、
六
十
八
歳
で
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
、
翌
文
和
二
年
七
月
二
日

に
出
家
し
た
。「
家
の
風
吹
き
ぞ
つ
た
へ
ん
」
の
背
景
を
確
認
し
て
お
く
。

公
秀
の
「
家
」、
正
親
町
三
条
家
は
、
公
氏
―
実
蔭
―
公
貫
―
実
躬
―

公
秀
と
続
い
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、
公
氏
、
公
貫
、
実
躬
は
権
大
納
言

を
極
官
と
し
、
実
蔭
は
参
議
の
ま
ま
四
十
三
歳
で
没
し
て
い
る
。
公
氏

の
父
、
実
房
が
右
大
臣
、
左
大
臣
に
な
っ
て
後
、
大
臣
は
出
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
正
平
一
統
が
破
綻
し
、
室
町
幕
府
の

擁
立
に
よ
り
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）（
九
月
に
文
和
と
改
元
）
八
月
後
光

厳
天
皇
が
践
祚
す
る
と
、
公
秀
は
再
び
天
皇
の
外
祖
父
と
な
る
。
公
秀

の
女
、
秀
子
は
光
厳
院
の
妃
、
崇
光
・
後
光
厳
の
母
で
、
後
光
厳
の
践

祚
後
、
十
月
に
陽
禄
門
院
の
院
号
の
沙
汰
が
あ
っ
た
。
二
代
の
外
祖
父

と
な
っ
た
こ
と
で
、
公
秀
は
任
大
臣
の
望
み
を
申
し
出
、
容
れ
ら
れ
て

十
一
月
二
十
七
日
任
大
臣
と
な
る
経
緯
は
『
園
大
曆
』
に
詳
し
い
。
そ

の
な
か
で
、
公
秀
も
、
公
氏
以
来
大
臣
を
輩
出
し
て
い
な
い
こ
と
を
認

識
し
、
天
皇
の
外
祖
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
任
大
臣
を
望
ん
だ
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
任
大
臣
の
翌
日
、
十
一
月
二
十
八
日
に
は
、

か
ね
て
か
ら
病
の
重
篤
で
あ
っ
た
秀
子
が
、
公
秀
の
邸
で
亡
く
な
っ
た
。

公
秀
の
内
大
臣
就
任
は
、
結
果
的
に
は
ギ
リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実

現
し
え
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、「
か
げ
な
び
く
」
が
公
秀
の

任
内
大
臣
の
実
績
を
踏
ま
え
て
い
る
と
す
る
と
、「
家
の
風
吹
き
ぞ
つ

た
へ
ん
」
に
は
、
子
孫
に
わ
た
っ
て
も
大
臣
が
輩
出
す
る
よ
う
願
う
意

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
公
秀
の
子
の
実
継
、
孫

の
公
豊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
大
臣
に
就
任
し
て
い
る
。
公
秀
以
降
、
大
納

言
を
極
官
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
大
臣
を
輩
出
す
る
家
へ
と
、
家
格
が
一

段
上
昇
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
当
該
歌
に
込
め
た
公
秀
の
願
い
は

成
就
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

景
物
の
文
脈
に
つ
い
て
み
る
と
、「
か
げ
な
び
く
」の「
か
げ
」は
、「
末

葉
」
の
「
藤
」
の
影
像
ま
た
は
陰
影
を
い
い
、
そ
れ
が
「
風
」
に
吹
か

れ
る
こ
と
で
「
な
び
く
」
と
い
う
脈
絡
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

キ
『
新
拾
遺
和
歌
集
』
十
九
・
雑
中
（
一
七
六
九
）

　
　
　
　

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
と
き
、
庭
竹　

右
大
臣

　
　

家
の
風
猶
吹
き
た
え
ず
十
代
あ
ま
り
又
陰
な
び
く
庭
の
呉
竹

　
『
延
文
百
首
』
雑
十
首
中
「
庭
竹
」
題
の
一
首
で
あ
る
。
作
者
の
久

我
通
相
は
、
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
七
月
二
十
一
日
に
内
大
臣
に
任

じ
ら
れ
（
三
十
一
歳
）、
延
文
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
在
任
し
た
。
さ
ら

に
、
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
）
十
二
月
二
十
七
日
、
右
大
臣
に
、
貞
治

五
年
八
月
二
十
九
日
、
太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
。
応
安
元
年
（
一
三

六
八
）三
月
二
十
一
日
上
表
。後
光
厳
天
皇
の
召
し
に
よ
る『
延
文
百
首
』

は
、
延
文
元
年
八
月
に
詠
進
の
命
が
下
さ
れ
た
が
、
通
相
は
後
か
ら
追

加
さ
れ
た
歌
人
で
あ
り
、
端
作
り
に
「
秋
日
同
詠
百
首
」
と
あ
る
の
で
、

延
文
二
年
秋
の
詠
進
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
井
上
注
（
6
）
著
書
）。
当
時
、

通
相
は
内
大
臣
在
任
中
で
あ
り
、「
陰
な
び
く
」
は
そ
の
こ
と
を
踏
ま



― 19 ―

「かげなびく」考（佐藤）

え
た
表
現
で
あ
ろ
う
。

　
「
家
の
風
猶
吹
き
た
え
ず
十
代
あ
ま
り
」と
詠
ま
れ
る
背
景
に
つ
い
て
、

確
認
し
て
お
く
。「
十
代
あ
ま
り
」
と
あ
る
が
、
通
相
か
ら
自
身
を
含
め
、

直
系
を
十
一
代
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
大
臣
に

在
任
し
た
場
合
、
内
大
臣
（
内
）、
右
大
臣
（
右
）、
太
政
大
臣
（
太
）

の
略
号
を
も
っ
て
注
記
す
る
。

　

顕
房
（
右
）
―
雅
実
（
内
・
右
・
太
）
―
雅
定
（
内
・
右
）
―
雅
通
（
内
）

―
通
親
（
内
）
―
通
光
（
内
・
太
）
―
通
忠
（
大
納
言
）
―
通
基
（
内
）

―
通
雄
（
内
・
太
）
―
長
通
（
内
・
右
・
太
）
―
通
相
（
内
・
右
・
太
）

こ
の
う
ち
、
雅
通
は
通
定
の
甥
で
あ
る
が
、
養
子
と
な
っ
た
。
唯
一
大

臣
に
な
っ
て
い
な
い
通
忠
は
、
三
十
五
歳
で
没
し
た
。
そ
の
死
去
を
悼

む
記
事
が
『
弁
内
侍
日
記
』（
建
長
二
年
十
一
月
二
十
四
日
）
に
も
み
え
る
。

大
臣
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
、
比
較
的
早
く
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
影
響

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
雅
実
以
来
の
久
我
家
は
、
代
々
大
臣
を
輩
出
す

る
家
格
と
し
て
定
着
し
て
い
た
。
摂
家
に
次
ぐ
、
い
わ
ゆ
る
清
華
家
の

一
つ
で
あ
る
。「
家
の
風
」
は
、
自
家
の
系
譜
が
綿
々
と
十
代
以
上
に

わ
た
っ
て
大
臣
を
輩
出
し
続
け
、
自
ら
も
ま
た
内
大
臣
に
就
任
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
た
歌
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　

景
物
の
文
脈
と
し
て
は
、「
陰
（
か
げ
）」
は
竹
の
陰
影
を
い
い
、「
風
」

に
吹
か
れ
て
「
庭
の
呉
竹
」
の
陰
も
な
び
く
と
い
う
脈
絡
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。

ク　
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
十
九
・
雑
下
（
二
〇
〇
三
）

　
　
　
　

題
し
ら
ず　
　
　
　

後
押
小
路
前
内
大
臣

　
　

�

う
き
ふ
し
の
し
げ
き
身
な
れ
ば
か
げ
な
び
く
名
さ
へ
か
ひ
な
き
窓

の
呉
竹

　

作
者
の
三
条
公
忠
は
、
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
九
月
三
十
日
に
内

大
臣
に
任
じ
ら
れ
（
三
十
七
歳
）、
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
）
十
二
月
に

辞
し
た
。「
か
げ
な
び
く
名
」
は
大
臣
と
し
て
の
名
声
を
表
す
で
あ
ろ
う
。

「
何
か
と
憂
う
折
節
の
多
い
身
で
あ
る
の
で
、
大
臣
と
し
て
の
名
声
を

得
て
い
て
も
効
の
な
い
私
の
境
遇
で
あ
る
よ
」
と
い
う
ほ
ど
の
歌
意
。

こ
れ
ま
で
の
歌
と
は
違
い
、
大
臣
に
任
じ
ら
れ
な
が
ら
も
、
支
障
が
多

く
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
境
涯
を
嘆
く
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
キ
通
相

「
家
の
風
」
歌
と
同
じ
く
「
呉
竹
」
を
詠
ん
で
い
て
、「
か
げ
な
び
く
」

の
「
か
げ
」
は
竹
の
陰
影
い
い
、
そ
れ
が
「
な
び
く
」
と
い
う
脈
絡
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
う
き
ふ
し
」
の
「
ふ
し
」
に
「
呉
竹
」
の
縁

語
「
節
」
を
掛
け
て
い
る
。
和
歌
文
学
大
系
12
『
新
続
古
今
和
歌
集
』

（
村
尾
誠
一
著　

明
治
書
院　

二
〇
〇
一
年
十
二
月
）
は
、
本
歌
と
し
て
「
世

に
ふ
れ
ば
事
の
は
し
げ
き
く
れ
竹
の
う
き
ふ
し
ご
と
に
鶯
ぞ
な
く
」（
古

今
和
歌
集
・
雑
下
・
九
五
八　

よ
み
人
し
ら
ず
）
を
掲
げ
る
。
同
集
に
お

い
て
、
公
忠
「
う
き
ふ
し
の
」
歌
は
、「
く
れ
竹
の
身
の
う
き
ふ
し
の

数
数
に
わ
が
世
の
程
を
お
も
ひ
し
る
か
な
」（
為
氏
）
と
「
呉
竹
の
葉

に
お
く
露
や
世
中
の
う
き
ふ
し
し
げ
き
涙
な
る
ら
む
」（
禅
守
）
に
挟

ま
れ
て
お
り
、「
う
き
ふ
し
」「
呉
竹
」
を
詠
む
歌
が
三
首
連
続
し
て
い

る
。
公
忠
の
場
合
も
、
古
今
歌
「
世
に
ふ
れ
ば
」
の
影
響
の
も
と
、
常

套
的
と
な
っ
て
い
た
表
現
を
用
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

南
朝
で
准
勅
撰
と
さ
れ
た
『
新
葉
和
歌
集
』
に
も
「
か
げ
な
び
く
」
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の
歌
句
を
も
つ
歌
が
あ
る
。

ケ　
『
新
葉
和
歌
集
』
十
六
・
雑
上
（
一
〇
二
〇
）

　
　
　
　

正
平
八
年
内
裏
千
首
歌
中
に
、
門
柳
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冷
泉
入
道
前
右
大
臣

　
　

い
か
に
し
て
春
を
も
し
ら
ぬ
わ
が
門
に
う
ゑ
し
柳
は
か
げ
な
び
く

ら
ん

　

作
者
「
冷
泉
入
道
前
右
大
臣
」
は
洞
院
公
泰
。
正
平
一
統
の
時
、
正

平
六
年
（
一
三
五
一
）
十
一
月
、
前
権
大
納
言
・
民
部
卿
で
あ
っ
た
公

泰
は
、
南
朝
に
参
仕
し
、
十
二
月
大
納
言
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
『
園

太
暦
』『
公
卿
補
任
』
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
南
朝
で
大
臣

に
任
じ
ら
れ
、『
新
葉
和
歌
集
』
に
は
前
掲
の
ご
と
く
、「
冷
泉
入
道
前

右
大
臣
」
の
作
者
名
で
入
集
す
る
。
こ
の
歌
の
「
か
げ
な
び
く
」
も
大

臣
在
任
を
表
す
で
あ
ろ
う
。
詞
書
に
よ
れ
ば
、
正
平
八
年
内
裏
千
首
歌

で
の
詠
で
あ
り
、
南
朝
に
参
仕
し
て
二
年
ほ
ど
の
内
に
大
臣
（
内
大
臣

か
右
大
臣
か
分
明
で
は
な
い
が
）
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
歌
題
「
門

柳
」
に
応
じ
て
、「
春
に
な
っ
た
こ
と
も
知
ら
な
い
は
ず
の
わ
が
家
の

門
に
植
え
た
柳
は
、
ど
の
よ
う
な
わ
け
で
、（
い
か
に
も
春
ら
し
く
）
緑

の
枝
が
伸
び
て
、
そ
の
影
が
風
に
な
び
く
の
だ
ろ
う
か
」
と
詠
む
が
、

そ
の
春
の
柳
に
わ
が
身
の
上
を
重
ね
、
変
転
す
る
社
会
情
勢
の
な
か
で

南
朝
に
参
じ
、
任
大
臣
の
機
会
を
得
た
感
慨
を
込
め
て
い
る
。
景
物
の

文
脈
と
し
て
は
、「
か
げ
な
び
く
」
の
「
か
げ
」
は
柳
の
陰
影
も
し
く

は
（
水
面
の
）
影
像
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い（

（1
（

。

　

な
お
、
同
じ
く
南
朝
の
廷
臣
で
あ
っ
た
二
条
教
頼
の
作
、

コ　

�

そ
の
か
み
に
た
れ
う
ゑ
お
き
て
我
が
門
の
柳
は
代
代
に
か
げ
な
び

く
ら
ん
（
天
授
元
年
（
一
三
七
五
）『
南
朝
五
百
番
歌
合
』
春
五
・
四
十

九
番
・
右
勝
・
関
白
）

も
、「
我
が
門
」
の
「
柳
」
に
ち
な
ん
で
「
か
げ
な
び
く
ら
ん
」
と
詠

ん
で
い
る
点
で
同
想
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

三　

大
臣
在
任
の
実
績
を
詠
む
和
歌
（
勅
撰
集
以
外
）

　

引
き
続
き
、
勅
撰
集
以
外
か
ら
若
干
の
例
を
取
り
上
げ
る
。
九
条
道

家
主
催
の
『
光
明
峯
寺
摂
政
百
首（

（1
（

』
に
は
、「
か
げ
な
び
く
」
を
詠
ん

だ
歌
が
四
首
見
出
せ
る
。

サ　

�

秋
の
月
ひ
さ
し
き
宿
に
か
げ
な
び
く
籬
の
竹
は
万
代
や
へ
ん

（
祝
・
月
・
定
家　
『
拾
遺
愚
草
』
一
一
八
八
）

シ　

�

か
げ
な
び
く
み
か
さ
の
や
ま
の
ふ
ぢ
の
は
な
あ
さ
ひ
さ
し
い
づ
る

く
も
か
と
ぞ
見
る
（
祝
・
雲
・
家
隆　
『
玉
吟
集
』
五
九
〇
）

ス　

�

か
げ
な
び
く
み
か
さ
の
山
に
ゐ
る
雲
の
の
ど
け
く
も
あ
る
か
風
た

た
ぬ
よ
は
（
祝
・
雲
・
有
家　
『
夫
木
和
歌
抄
』
雑
部
十
七
・
大
臣
・

一
六
五
一
一
）

セ　

�

よ
を
て
ら
せ
か
げ
な
び
く
ほ
し
の
く
ら
ゐ
山
な
ほ
さ
か
ゆ
か
む
す

ゑ
も
は
る
か
に
（
祝
・
星
・
有
季　

同
・
一
六
五
一
二
）

建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
九
月
十
三
夜
の
披
講
で
、
当
時
、
道
家
は
内

大
臣
兼
左
近
衛
大
将
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
祝
題
の
作
で
あ
る
。
家
隆

歌
、
有
家
歌
が
「
三
笠
山
」
を
詠
ん
で
い
る
の
は
、
左
近
衛
大
将
の
異

称
と
し
て
の
意
を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
定
家
歌
の
「
秋
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の
月
ひ
さ
し
き
宿
」
は
、
道
家
の
同
母
姉
立
子
が
当
時
順
徳
天
皇
中
宮

で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
皇
后
の
異
称
「
長
秋
宮
」
を
和
ら
げ
た
表

現
を
用
い
た
も
の
で
、慶
賀
の
意
を
増
し
加
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う（
な

お
、
同
百
首
は
中
宮
立
子
御
所
で
披
講
さ
れ
た
）。
そ
し
て
、
い
ず
れ
も
「
か

げ
な
び
く
」
と
、
主
催
者
の
大
臣
在
任
を
こ
と
ほ
い
で
い
る
と
み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

冷
泉
政
為
『
碧
玉
集
』
一
・
春
（
四
七
）
に
み
え
る
次
の
例
は
、
詞

書
に
「
任
槐（

（1
（

」
と
あ
り
、
任
大
臣
に
つ
い
て
「
か
げ
な
び
く
」
と
詠
ん

で
い
る
こ
と
が
確
実
で
あ
ろ
う
。

ソ　
　
　

�

旧
巣
鶯　

正
月
廿
九
日
侍
従
大
納
言
家
当
座
、
二
月
廿
五
日

任
槐
可
有
宣
下
之
由
今
日
内
〻
勅
許
云
〻

　
　

�

鶯
は
ふ
る
す
な
が
ら
も
か
げ
な
び
く
梢
の
春
を
今
や
し
る
ら
む

「
侍
従
大
納
言
」
は
三
条
西
実
隆
で
、
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
二
月
、

五
十
二
歳
に
し
て
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
。『
実
隆
公
記（

（1
（

』
同
年
正
月

二
十
九
日
条
に
「
万
里
小
路
去
年
巡
次
事
今
日
於
此
亭
張
行
、
仍
民
部

卿
、
甘
露
寺
、
中
御
門
中
納
言
、
右
大
丞
、
姉
羽
林
、
頭
蘭
等
令
持
朝

飯
来
臨
、
各
請
伴
、
十
五
首
題
探
之
、
静
可
詠
給
之
由
各
命
之
」
と
あ

り
、
こ
の
歌
の
詠
ま
れ
た
機
会
を
伝
え
て
い
る
。
当
時
、
政
為
は
「
民

部
卿
」
で
、
そ
の
参
加
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
以
前
、
実
隆
は
大
臣
に
任

じ
ら
れ
る
こ
と
を
懇
望
し
、内
諾
の
勅
答
を
得
て
い
た
。長
享
三
年
（
延

徳
元
年
）（
一
四
八
九
）
権
大
納
言
に
任
じ
ら
れ
か
ら
十
八
年
目
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
折
に
遭
い
、
政
為
は
任
大
臣
の
賀
意
を
「
か
げ
な
び
く
梢
の

春
」
と
詠
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
景
物
の
文
脈
で
は
、「
か
げ
」
は
「
梢
」

の
陰
影
の
意
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
か
つ
て
実
隆
は
、

タ　
　
　

名
所
松

　
　

も
し
も
世
に
い
き
の
松
と
し
老
い
ぬ
と
も
か
げ
な
び
く
べ
き
身
と

は
た
の
ま
ず
（『
雪
玉
集
』
六
六
六
五
）

と
詠
ん
で
い
た
。
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
秋
の
百
首
和
歌
で
、
当
時
、

実
隆
は
二
十
歳
、
従
四
位
上
右
近
衛
中
将
で
あ
っ
た
。「
名
所
松
」
題

に
応
じ
て
筑
前
国
の
「
生
の
松
（
原
）」
を
詠
み
込
み
つ
つ
、
長
生
し

て
老
年
を
迎
え
た
と
し
て
も
、
と
歌
い
出
す
。「
か
げ
な
び
く
べ
き
身

と
は
た
の
ま
ず
」
と
は
、
将
来
大
臣
に
な
る
は
ず
の
身
と
あ
て
に
す
る

こ
と
は
し
な
い
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
実
隆
は
八
十

三
年
に
わ
た
る
生
涯
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
が
、
青
年
時
の
歌
と
は
異

な
っ
て
、
後
半
生
で
任
大
臣
を
望
み
、
そ
れ
が
叶
う
こ
と
と
な
っ
た
。

景
物
の
文
脈
に
お
い
て
、
こ
の
歌
の
「
か
げ
」
は
松
の
樹
陰
を
意
味
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

四　

任
大
臣
を
予
見
・
期
待
す
る
和
歌

　

先
の
実
隆
歌
は
、
少
な
く
と
も
表
面
上
、
任
大
臣
へ
の
望
み
を
否
定

的
に
詠
ん
で
い
た
。
こ
れ
と
は
逆
の
趣
旨
で
、
将
来
の
任
大
臣
を
願
っ

た
り
、
予
祝
し
た
り
す
る
和
歌
に
「
か
げ
な
び
く
」
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
ま
ず
勅
撰
和
歌
集
入
集
歌
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

チ
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
二
十
・
神
祇

　
　
　
　

�
中
納
言
に
侍
り
け
る
時
、
賀
茂
社
に
ま
う
で
て
侍
り
け
る
次
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に
さ
か
木
の
枝
を
を
り
て
歌
講
じ
侍
り
け
る
後
、
ほ
ど
へ
て

賀
茂
季
保
が
も
と
に
つ
か
は
し
け
る　

後
土
御
門
内
大
臣

　
　

�

ち
は
や
ぶ
る
神
に
た
の
み
を
か
け
お
き
し
さ
か
木
の
枝
の
を
り
ぞ

忘
れ
ぬ
（
一
四
二
二
）

　
　
　
　

返
し　
　
　
　
　
　
　
　

賀
茂
季
保

　
　

神
が
き
に
祈
り
お
き
て
し
さ
か
き
葉
の
と
き
は
か
き
は
は
か
げ
な

び
く
ま
で
（
一
四
二
三
）

「
後
土
御
門
内
大
臣
」
す
な
わ
ち
土
御
門
定
通
は
、
承
元
三
年
（
一
二

〇
九
）
四
月
十
日
権
中
納
言
に
任
じ
ら
れ
（
二
十
二
歳
）、
建
暦
元
年
（
一

二
一
一
）
十
月
四
日
中
納
言
に
転
じ
（
二
十
四
歳
）、
建
保
六
年
（
一
二

一
八
）
十
月
八
日
権
大
納
言
に
昇
進
し
た
（
三
十
一
歳
）。
詞
書
に
よ
れ
ば
、

上
記
中
納
言
在
任
期
間
中
の
贈
答
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
定
通
の
父
通

親
は
、
こ
の
こ
ろ
す
で
に
故
人
で
あ
っ
た
が
、
周
知
の
ご
と
く
後
鳥
羽

院
の
も
と
で
権
勢
を
ふ
る
い
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
五
十
一
歳
に

し
て
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
。
定
通
が
将
来
大
臣
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
季
保
歌
の
「
か
げ
な
び

く
ま
で
」
は
、
神
域
の
榊
葉
が
繁
茂
す
る
さ
ま
を
表
す
と
と
も
に
、
任

大
臣
を
予
祝
す
る
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
イ
と

同
様
、
和
歌
文
学
大
系
は
「
影
な
び
く
―
御
威
光
に
添
う
、
意
に
内
大

臣
の
異
名
「
か
げ
な
び
く
星
の
位
」
を
掛
け
る
」
と
、「
か
げ
な
び
く
」

に
任
大
臣
の
意
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
実
際
、
定
通

は
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
六
月
九
日
、
四
十
九
歳
で
内
大
臣
に
任
じ

ら
れ
た
。

ツ　
『
玉
葉
和
歌
集
』
七
・
賀
（
一
〇
六
三
）

　
　
　
　

�

関
白
少
将
に
て
よ
ろ
こ
び
申
し
侍
り
け
る
つ
ぎ
の
日
、
前
関

白
の
も
と
へ
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
納
言
為
氏

　
　

さ
し
の
ぼ
る
光
に
つ
け
て
み
か
さ
山
か
げ
な
び
く
べ
き
末
ぞ
み
え

け
る

　

詞
書
の
「
関
白
」
は
鷹
司
冬
平
、「
前
関
白
」
は
そ
の
父
基
忠
で
あ
る
。

冬
平
は
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
三
月
一
日
に
右
近
衛
少
将
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
関
わ
る
詠
歌
で
あ
る
。「
か
げ
な
び
く
べ
き
末
」
と
は
大
臣
に

任
じ
ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
将
来
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
冬
平
は
こ

の
後
、
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
五
月
左
近
衛
大
将
と
な
り
、
正
安
元

年
（
一
二
九
九
）
に
は
二
十
五
歳
に
し
て
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
。
以
後
、

右
大
臣
、
左
大
臣
を
歴
任
、
二
度
に
わ
た
っ
て
太
政
大
臣
と
な
り
、
ま

た
、
摂
政
を
務
め
、
関
白
に
は
三
度
な
っ
た
。
父
の
基
忠
は
、
文
応
二

年
（
一
二
六
一
）
左
大
将
と
な
り
、
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
に
は
十
六

歳
で
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
。
以
後
、
右
大
臣
、
左
大
臣
を
歴
任
し
、

ま
た
関
白
と
な
り
、
子
息
の
冬
平
が
左
少
将
と
な
っ
た
弘
安
七
年
に
は

前
関
白
左
大
臣
で
あ
っ
た
。岩
佐
美
代
子『
玉
葉
和
歌
集
全
注
釈 

中
巻
』

（
笠
間
注
釈
叢
刊　

笠
間
書
院　

一
九
九
六
年
六
月
）
で
は
、「
み
か
さ
山
」

に
つ
い
て
「
藤
原
氏
の
氏
神
、
春
日
神
社
の
後
の
神
聖
な
山
で
あ
る
と

と
も
に
、
近
衛
大
・
中
・
少
将
の
異
称
。「
さ
し
」
は
「
笠
」
の
、「
の

ぼ
る
」
は
「
山
」
の
縁
語
」、「
か
げ
な
び
く
」
に
つ
い
て
「「
影
靡
く
星
」

は
内
大
臣
の
異
称
」
と
注
し
、
一
首
を
「
ご
子
息
が
少
将
に
任
官
さ
れ
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ま
し
た
そ
の
栄
光
を
見
る
に
つ
け
て
、
や
が
て
大
将
に
昇
り
、
大
臣
に

な
ら
れ
る
将
来
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
で
す
よ
」
と
通
釈
し
て
い
る
。
従

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。さ
て
、景
物
の
文
脈
と
し
て
は
、「
さ
し
の
ぼ
る
光
」

に
つ
い
て
「
か
げ
な
び
く
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。「
さ

し
の
ぼ
る
光
」
は
、
和
歌
文
学
大
系
39
『
玉
葉
和
歌
集
（
上
）』（
中
川

博
夫
著　

明
治
書
院　

二
〇
一
六
年
一
月
）
に
「
旭
日
の
昇
り
ゆ
く
光
」

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
日
の
光
」
と
考
え
て
お
く
。

　

上
述
の
検
討
に
よ
り
、
官
途
に
関
わ
っ
て
「
か
げ
な
び
く
」
が
詠
ま

れ
る
場
合
、
任
大
臣
を
意
味
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
次
に
掲
げ
る
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
三

月
『
別
雷
社
歌
合
』
で
詠
出
さ
れ
た
平
時
忠
の
歌
は
、
か
な
り
直
接
的

に
任
大
臣
の
願
い
を
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

テ　

�

ち
は
や
ぶ
る
神
の
め
ぐ
み
に
か
げ
な
び
く
位
の
山
に
の
ぼ
る
身
と

な
せ
（
述
懐
・
四
番
・
左
勝
）

歌
合
催
行
当
時
、時
忠
は
権
中
納
言
・
従
二
位（『
公
卿
補
任
』四
十
九
歳
）。

一
族
の
重
盛
は
前
年
、
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
遡
っ
て
、
清
盛

は
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
、
翌
年
に
は
太
政
大

臣
と
な
っ
た
実
績
が
あ
る
。
時
忠
が
大
臣
を
望
む
願
い
を
神
に
表
明
し

て
も
不
自
然
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
時
忠
は
、
寿
永
二

年
（
一
一
八
三
）
正
月
、
正
二
位
に
し
て
権
大
納
言
に
昇
進
す
る
が
、

同
年
の
平
家
都
落
ち
に
よ
り
、
八
月
に
解
官
、
極
官
は
権
大
納
言
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。

五　

歌
こ
と
ば
と
し
て
の
「
か
げ
な
び
く
」

　
「
か
げ
な
び
く
」
に
つ
い
て
、
谷
川
士
清
『
和
訓
栞（

（1
（

』
に
は
、
次
の

よ
う
に
あ
る
。

　
　

か
げ
な
び
く
ほ
し　

影
靡
星
の
義
内
大
臣
を
い
へ
り　

三
公
を
三

台
星
に
た
と
ふ　

内
大
臣
は
三
公
の
員
外
な
れ
ど
も
や
が
て
三
公

に
轉
任
す
べ
き
官
な
れ
ば
か
げ
な
び
く
と
い
ふ
と
い
へ
り

和
田
英
松
『
新
訂 

官
職
要
解
』（
所
功
校
訂　

講
談
社
学
術
文
庫　

一
九

八
三
年
十
一
月
）
は
こ
れ
に
拠
り
、
内
大
臣
の
項
に
「
カ
ゲ
ナ
ビ
ク
ホ

シ
と
は
、
内
大
臣
は
員
外
の
大
臣
な
れ
ど
、
三
台
星
に
た
と
え
ら
れ
た

三
公
に
転
任
す
べ
き
官
で
あ
る
か
ら
名
づ
け
た
の
だ
と
、
谷
川
〔
士こ

と

清す
が

〕氏
は
い
う
」と
記
し
て
い
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）、『
角

川
古
語
大
辞
典
』
な
ど
で
は
、「
か
げ
な
び
く
ほ
し
」
の
項
目
を
立
て
、

上
記
の
説
に
拠
り
、
内
大
臣
の
異
称
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、「
か

げ
な
び
く
」
は
、
内
大
臣
の
み
に
対
応
す
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
あ

る
。

　
『
俊
成
家
集（

（1
（

』
に
次
の
歌
が
あ
る
。

ト　
　
　

�

少
将
成
家
朝
臣
か
も
の
ま
つ
り
の
つ
か
ひ
せ
し
と
き
、
い
で
た

ち
は
み
ぎ
の
お
と
ど
の
六
条
ほ
り
か
は
な
り
き
、
権
大
納
言

実
家
卿
と
ぶ
ら
ひ
わ
た
り
て
、
ま
ひ
人
の
座
の
二
献
勧
盃
と
い

ふ
こ
と
な
ど
せ
ら
れ
て
の
ち
、
又
の
日
か
れ
よ
り
き
の
ふ
の

し
だ
い
こ
と
ご
と
よ
ろ
し
か
り
し
こ
と
、
い
で
た
ち
の
と
こ

ろ
大
臣
の
い
へ
な
る
に
、
亭
主
当
時
ゐ
ら
れ
て
こ
と
お
こ
な
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は
れ
き
、
あ
り
が
た
き
れ
い
な
り
な
ど
い
は
れ
て
侍
り
し
返

事
の
つ
い
で
に
、
つ
か
は
し
侍
り
し

　
　

か
げ
な
び
く
玉
の
う
て
な
の
む
し
ろ
に
も
君
を
ま
ち
て
ぞ
ひ
か
り

そ
ひ
に
し
（
四
〇
七
）

文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
四
月
の
賀
茂
祭
に
際
し
て
の
詠
で
あ
る
。「
か

げ
な
び
く
玉
の
う
て
な
」
は
、
詞
書
か
ら
右
大
臣
実
定
の
六
条
堀
河
の

邸
を
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
亭
主
が
大
臣
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て

「
か
げ
な
び
く
」
と
詠
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
内
大

臣
で
は
な
く
右
大
臣
に
つ
い
て
「
か
げ
な
び
く
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

順
徳
院
『
紫
禁
和
歌
集
』（
新
編
国
歌
大
観
）
の
朗
詠
題
百
首
に
、

ナ　
　
　

丞
相

　
　

み
か
さ
山
岑
の
梢
に
か
げ
な
び
く
星
の
光
は
く
も
ら
ざ
り
け
り

（
一
二
七
八
）

の
一
首
が
あ
る
。「
丞
相
」
は
も
と
も
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
部
立
名

で
あ
る
か
ら
、
中
国
の
官
職
名
と
日
本
に
お
け
る
大
臣
の
唐
名
と
を
示

し
て
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
み
か
さ
山
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
の

で
、
本
朝
の
大
臣
を
題
材
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
平
安

時
代
の
詩
文
で
も
左
大
臣
を
「
左
丞
相
」、
右
大
臣
を
「
右
丞
相
」
と

す
る
称
は
ご
く
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、こ
こ
で
の「
丞

相
」
も
大
臣
一
般
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

南
北
朝
時
代
の
『
朗
詠
題
詩
歌
』
に
も
、「
丞
相
」
題
八
首
中
、
四

首
に
「
か
げ
な
び
く
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

ニ　

�

か
げ
な
び
く
雲
の
う
へ
人
春
き
ぬ
と
ほ
し
の
く
ら
ゐ
に
け
ふ
は
い

づ
ら
ん
（
三
三
四　

按
察
入
道
公
敏
）

ヌ　

�

影
な
び
く
み
か
さ
の
や
ま
の
は
る
の
ひ
は
の
ど
け
き
御
代
の
ひ
か

り
な
り
け
り
（
三
三
五　

瑚
子
）

ネ　

�

か
げ
な
び
く
か
は
ぞ
ひ
や
な
ぎ
す
ず
し
と
て
あ
ふ
が
ぬ
人
や
す
く

な
か
る
ら
む
（
三
三
六　

禅
職
師
）

ノ　

�

か
げ
な
び
く
人
の
こ
え
行
く
く
ら
ゐ
や
ま
こ
れ
よ
り
た
か
き
み
ち

や
な
か
ら
ん
（
三
三
七　

尊
位
）

　
『
蒙
求
和
歌
』（
片
仮
名
本
）
の
「
于
公
高
門
」
で
詠
ま
れ
た
、

ハ　

�

カ
ゲ
ナ
ビ
ク
ク
ル
マ
ヲ
ミ
レ
バ
ワ
ガ
カ
ド
ヲ
コ
コ
ロ
ヒ
ロ
ク
ゾ
オ

モ
ヒ
タ
チ
ケ
ル
（
八
九
）

も
、
そ
も
そ
も
漢
故
事
に
基
づ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
内
大
臣
で
は
あ
り

え
な
い
例
で
あ
る
（
注
文
に
は
「
定
国
ニ
イ
タ
リ
テ
大
臣
ニ
ナ
ル
」）。

　
「
か
げ
な
び
く
」
は
、
内
大
臣
に
限
ら
ず
、
大
臣
一
般
を
表
す
と
み

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、「
か
げ
な
び
く
」
が
内
大
臣
を
表
す
こ
と
を
前
提
と
し
た
『
和

訓
栞
』
の
説
が
当
た
ら
な
い
と
す
る
と
、
そ
も
そ
も
大
臣
在
任
を
「
か

げ
な
び
く
」
と
い
う
の
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
唐
名
を
含

む
漢
語
と
し
て
の
大
臣
の
異
称
の
い
ず
れ
か
を
和
ら
げ
た
も
の
で
は
な

い
か
と
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
適
当
な
語
例
を
見
い
だ
し
て
い

な
い
。
あ
る
い
は
、
大
臣
の
異
称
で
あ
る
「
槐
」（
任
大
臣
を
表
す
「
任
槐
」

は
記
録
類
に
も
普
通
に
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
槐
位
・
槐
庭
・
槐
鼎
・
槐
門
な

ど
の
称
も
あ
る
）
に
ち
な
む
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
三
公
す
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な
わ
ち
大
臣
を
三
台
星
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
に
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
確
た
る
証
跡
を
見
い
だ
し
て
お
ら
ず
、
成

案
を
得
て
い
な
い
。
な
お
、
後
考
を
俟
ち
た
い
。

　

す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、「
か
げ
な
び
く
」
は
様
々
な
景
物
に
関

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
何
の
「
か
げ
」
に
つ
い
て
「
な
び
く
」
と
詠

ん
で
い
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
例
を
分
類
し
、
い
く

ら
か
例
を
付
け
加
え
て
お
く
。

＊
「
星
」
―
セ
・
ナ
・
ニ

か
げ
な
び
く
ほ
し
の
く
ら
ゐ
も
の
ど
か
に
て
そ
ら
に
ぞ
し
る
き
御
代
の

け
し
き
は
（『
千
五
百
番
歌
合
』
祝
・
千
九
十
五
番
・
右
勝
・
家
隆
）

＊
「
月
」
―
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ

か
は
ら
ず
も
幾
よ
の
友
と
す
む
月
の
宿
の
軒
ば
に
か
げ
な
び
く
ら
ん

（『
為
和
詠
草
』〈
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
〉
大
永
三
年
（
一
五
二
三
））

＊
「
日
」
―
ツ
・
ヌ

出
づ
る
日
の
か
げ
な
び
く
に
も
あ
ふ
ぐ
な
り
光
あ
ま
ね
き
関
の
東
を

（『
後
十
輪
院
内
府
集
』〈
新
編
国
歌
大
観
〉
一
五
八
一
）〔
中
院
通
村　

正
保

四
年
（
一
六
四
七
）
任
内
大
臣（

（2
（

〕

＊
「
雲
」
―
ス

＊
「
藤
」
―
カ
・
シ

む
ら
さ
き
の
ふ
ぢ
の
う
ら
わ
に
か
げ
な
び
く
ゆ
か
り
も
い
か
に
す
ず
し

か
る
ら
ん
（『
皇
太
后
宮
大
進
集
』
二
二
）〔
徳
大
寺
実
定　

寿
永
二
年
（
一

一
八
三
）
任
内
大
臣
〕

＊
「
花
」「
桜
」

を
と
こ
山
花
の
し
ら
ゆ
ふ
か
け
て
け
り
か
げ
な
び
く
べ
き
君
が
春
と
て

（『
草
庵
和
歌
集
』
神
祇　

一
三
九
九
）〔「
君
」
は
足
利
尊
氏　

極
官
は
権

大
納
言　

没
後
、
左
大
臣
さ
ら
に
太
政
大
臣
を
贈
ら
れ
る（

（2
（

。〕

な
れ
て
見
ん
千
世
の
あ
る
じ
の
宿
の
花
か
げ
な
び
く
べ
き
春
を
契
り
て

（
伊
勢
貞
仍
『
下
つ
ふ
さ
集
』
七
九
）〔「
あ
る
じ
」
は
足
利
義
尹
（
義
稙
）

　

た
だ
し
極
官
は
権
大
納
言（

（2
（

〕

う
つ
し
う
ゑ
ば
は
や
え
だ
か
か
れ
か
げ
な
び
く
宿
に
さ
く
ら
の
雲
か
か

る
ま
で
（『
下
つ
ふ
さ
集
』
一
〇
六
）〔
徳
大
寺
実
淳　

文
明
十
三
年
（
一

四
八
一
）
任
内
大
臣　

同
十
七
年
辞
す
〕

＊
「
柳
」
―
ケ
・
コ
・
ネ

い
く
年
か
古
枝
の
柳
か
げ
な
び
く
宿
に
ひ
か
れ
て
若
が
へ
る
ら
ん
（『
為

和
詠
草
』
享
禄
五
年
（
一
五
三
二
））

＊
「
松
」
―
タ

か
げ
な
び
く
松
の
風
よ
り
ひ
び
き
き
て
か
は
ら
ぬ
琴
の
音
を
や
そ
ふ
ら

ん
（
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）『
詩
歌
合
』
三
十
番
・
松
声
入
琴
・
右
持
・
中

院
通
淳
）

＊
「
竹
」
―
キ
・
ク
・
サ

＊
「
榊
」
―
チ

＊
「
梢
」
―
ソ

＊
「
車
」
―
ハ

　

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
景
物
と
結
ん
で
「
か
げ
な
び
く
」
が
用

い
ら
れ
て
い
て
、
も
は
や
用
例
か
ら
本
来
的
に
ど
の
景
物
に
関
わ
る
も

の
な
の
か
を
探
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
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実
態
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
「
か
げ
な
び
く
」
の
歌
こ
と
ば
と
し
て
の

特
徴
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。「
か
げ
な
び
く
」
は
大
臣
在
任
を
表
す

語
句
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
定
着
し
て
お
り
、
そ
れ
が
折
に
触
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
景
物
に
寄
せ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
臣
在
任
の

意
を
含
む
文
脈
と
景
物
の
文
脈
と
が
重
層
し
て
い
る
歌
が
多
い
。「
か

げ
」
は
、
景
物
と
の
関
係
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
、
光
の
意
味
に
も
、

陰
影
の
意
味
に
も
、
影
像
の
意
味
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

多
義
性
を
も
つ
「
か
げ
」
に
動
詞
「
な
び
く
」
が
連
接
し
た
歌
こ
と
ば

で
あ
る
「
か
げ
な
び
く
」
が
活
用
さ
れ
て
い
る
様
相
を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
残
さ
れ
た
課
題
も
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
稿
を
閉
じ
る
こ

と
と
す
る
。

注（１
）　
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊 

中
古
・
中
世
篇 

第
四
巻 
和
歌
Ⅰ
』（
汲

古
書
院　

二
〇
〇
三
年
四
月
）
に
拠
る
。

（
２
）　

片
桐
洋
一
編
『
八
雲
御
抄
の
研
究 

枝
葉
部
・
言
語
部 

研
究
編
』（
和

泉
書
院　

一
九
九
二
年
二
月
）
で
は
、
大
臣
の
異
名
で
あ
る
「
か
げ
な
び
く
」

を
詠
む
例
歌
と
し
て
当
該
歌
を
掲
げ
る
。

（
３
）　

大
取
一
馬
『
新
勅
撰
和
歌
集
古
注
釈
と
そ
の
研
究
〔
上
〕〔
下
〕』（
思

文
閣
出
版　

一
九
八
六
年
三
月
）
参
照
。

（
４
）　

大
取
一
馬
『
新
勅
撰
集
公
古
抄
と
そ
の
研
究
』（
龍
谷
學
會　

一
九
九

五
年
六
月
）
参
照
。

（
５
）　

坂
口
仁
美
「『
続
拾
遺
和
歌
集
』
考
―
特
に
賀
部
の
構
成
と
特
徴
に
つ

い
て
―
」（『
語
文
』（
日
本
大
学
）
六
五　

一
九
八
六
年
六
月
）
に
は
「755

番
歌
は
「
ひ
か
り
は
身
に
も
あ
ま
る
ら
ん
の
ぼ
る
み
か
さ
の
山
の
は
の
月
」

と
言
っ
て
い
る
の
で
、
公
相
が
近
衛
左
大
将
と
な
っ
た
光
栄
の
意
を
込
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
あ
る
。

（
６
）　

井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 

南
北
朝
期
』（
改
訂
新
版
再
版　

明

治
書
院　

一
九
八
九
年
三
月
）
二
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
７
）　

小
川
剛
生
『
中
世
和
歌
史
の
研
究 

撰
歌
と
歌
人
社
会
』（
塙
書
房　

二

〇
一
七
年
五
月
）
収
載
の
翻
刻
に
よ
る
。

（
８
）　

井
上
宗
雄
『
増
鏡
（
下
）
全
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫　

一
九
八
三

年
十
月
）
に
よ
る
。
小
川
剛
生
編
『
拾
遺
現
藻
和
歌
集　

本
文
と
研
究
』（
三

弥
井
書
店　

一
九
九
六
年
五
月
）
で
は
、
経
継
歌
（
一
八
三
）
の
頭
注
で
詠

作
機
会
を
「
元
応
二
年
秋
為
世
勧
進
玉
津
嶋
社
歌
合
」
と
し
、『
増
鏡
』
の

記
事
（「
さ
て
大
納
言
は
」
か
ら
「
勢
ひ
こ
と
に
響
き
て
下
る
」
ま
で
）
を

掲
げ
る
。

（
９
）　
『
続
史
愚
抄
』
は
『
増
鏡
』
に
み
え
る
社
参
を
元
応
元
年
九
月
の
こ
と

と
し
て
掲
出
す
る
。

（
10
）　
『
園
太
暦
』
三
（
続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
七
一
年
三
月
）
に
拠
る
。

（
11
）　

菊
亭
に
つ
い
て
は
、
川
上
貢
『
日
本
中
世
住
宅
の
研
究
〔
新
訂
〕』（
中

央
公
論
美
術
出
版　

二
〇
〇
二
年
五
月
）
参
照
。

（
12
）　
『
内
閣
文
庫
所
藏
史
籍
叢
刊 

古
代
中
世
篇 

第
七
巻
』（
汲
古
書
院　

二

〇
一
六
年
十
月
）
に
拠
る
。

（
13
）　

岩
佐
美
代
子
『
京
極
派
歌
人
の
研
究
〔
改
訂
新
装
版
〕』（
笠
間
書
院　

二
〇
〇
七
年
十
二
月　

初
版
一
九
七
四
年
四
月
）。

（
14
）　

和
歌
文
学
大
系
44
『
新
葉
和
歌
集
』（
深
津
睦
夫
・
君
嶋
亜
紀
著　

明

治
書
院　

二
〇
一
四
年
十
二
月
）
は
「
参
考
」
と
し
て
『
久
安
百
首
』
の
清

輔
歌「
我
が
か
ど
の
五
も
と
柳
い
か
に
し
て
宿
に
よ
そ
な
る
春
を
し
る
ら
ん
」
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（
春
・
九
一
一
）
を
挙
げ
て
い
る
。
詞
の
重
な
り
も
多
く
、
影
響
を
受
け
た

可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
15
）　

渡
邉
裕
美
子
『
新
古
今
時
代
の
表
現
方
法
』（
笠
間
書
院　

二
〇
一
〇

年
十
月
）
参
照
。
同
書
に
百
首
の
本
文
集
成
が
あ
る
。

（
16
）　

中
国
周
代
、
三
本
の
槐
（
え
ん
じ
ゅ
）
の
も
と
に
三
公
（
太
師
・
太
傅
・

太
保
）
が
座
し
た
（『
周
礼
』）
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
槐
」
が
公
に
相
当

す
る
日
本
の
大
臣
の
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

（
17
）　
『
実
隆
公
記
』
四
（
大
洋
社　

一
九
三
五
年
十
二
月
）
に
拠
る
。

（
18
）　
『
増
補
語
林 

和
訓
栞 
上
巻
』（
名
著
刊
行
会　

一
九
六
八
年
十
一
月
）

に
よ
る
。

（
19
）　

松
野
陽
一
・
吉
田
薫
編
『
藤
原
俊
成
全
歌
集
』（
笠
間
書
院　

二
〇
〇

七
年
一
月
）
に
拠
る
。
前
掲
『
新
勅
撰
和
歌
集
全
釈
』
は
、
一
一
五
八
番
「
い

か
さ
ま
に
」
歌
の
【
語
釈
】
で
当
該
歌
を
掲
げ
、「「
か
げ
な
び
く
玉
の
う
て

な
」
は
、
大
臣
（
右
大
臣
）
の
家
を
い
う
」
と
注
し
て
い
る
。

（
20
）　

林
鵞
峰
の
漢
詩
に
和
し
た
歌
。
鈴
木
健
一
『
近
世
堂
上
歌
壇
の
研
究 

増
訂
版
』（
汲
古
書
院　

二
〇
〇
九
年
八
月
）
に
詳
し
い
考
察
が
あ
り
、「「
か

げ
な
び
く
」
に
つ
い
て
は
、『
草
庵
集
蒙
求
諺
解
』
に
お
い
て
「
お
と
こ
山

花
の
し
ら
ふ
ゆ
か
け
て
げ
り
か
げ
な
び
く
べ
き
君
が
春
と
て
」
の
「
か
げ
な

び
く
」
が
「
大
臣
の
異
名
也
。
八
雲
御
抄
に
出
」
と
評
言
が
あ
る
。
こ
れ
も

ま
た
内
大
臣
就
任
に
因
ん
で
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
21
）　

足
利
尊
氏
家
の
「
寄
花
神
祇
」
題
の
歌
で
あ
り
、「
花
の
し
ら
ゆ
ふ
」

は
桜
花
を
白
木
綿
に
見
立
て
た
表
現
と
考
え
る
。「
か
げ
な
び
く
」
に
つ
い

て
は
、
和
歌
文
学
大
系
65
（
明
治
書
院　

二
〇
〇
四
年
六
月
、『
草
庵
集
』

は
酒
井
茂
幸
校
注
）
に
「
○
下
句
―
内
大
臣
に
お
な
り
に
な
る
よ
う
あ
な
た

の
時
世
の
盛
り
を
祈
っ
て
。「
影
な
び
く
」は
内
大
臣
の
異
名「
影
な
び
く
星
」

を
表
す
」
と
あ
る
。

（
22
）　

た
だ
し
、
こ
の
「
か
げ
な
び
く
べ
き
」
は
将
軍
復
位
を
意
味
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
他
に
も
征
夷
大
将
軍
に
関
し
て
「
か
げ
な
び
く
」
と
詠
ん

で
い
る
可
能
性
の
あ
る
歌
が
み
ら
れ
る
。
な
お
要
検
討
。

【
付
記
】
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
の
二
〇
一
六
年
度
第
一
六
回
研
究
談
話

会
（
二
〇
一
七
年
一
月
二
十
六
日　

於
龍
谷
大
学
）
に
お
け
る
報
告
「
官
職
名

を
詠
む
和
歌
」
が
本
稿
執
筆
の
契
機
と
な
っ
た
。
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

藤
田
保
幸
氏
を
は
じ
め
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
諸
氏
に
感
謝
し
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（
さ
と
う
・
あ
き
ひ
ろ　

都
留
文
科
大
学
教
授
）


